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学生参加型FD・教育改善の動向 

• 政策文書：廣中レポート／学士課程答申 
 

• 学生参加型FD・教育改善の位置付け 
 

 
大学教育政策の２つの重要ポイントの交点 

   学生重視：「ティーチングからラーニング」 

× 

FD推進：FD義務化（大学設置基準） 



学生参加型FD・教育改善の動向 

○授業の一部としての学生参加 

○学生参画を全面に押し出した授業 

○授業外での教育活動への学生参加 

（○授業選択によるカリキュラム編成の最終決定） 
 

※「教育」は「授業」だけではない。 

※授業での参加 → 教育改善への参加 



１．学生参加型の授業 

①通常の授業（大人数授業）での学生参加 

 ○橋本勝：「橋本メソッド－150人ゼミ－」 

 ○木野茂：「多人数双方向型授業」 

 ○大門正幸：「全員先生方式」 

 ○鈴木久男：クリッカーを活用した授業 

⇒学生が主体的・能動的に授業に参画する。 
 

伝達量：減   定着率：増  
 



学習ピラミッドと記憶の定着率 

 

講義：５％ 

読む：10％ 

見る・聴く：20％ 

デモンストレーション：30％ 

グループディスカッション：50％ 

実践による演習：75％ 

他者に教える・実際に使ってみる：90％ 



１．学生参加型の授業 

②学生参加を基本とした授業の開設 

 ・学生参加型の授業をさらに追究… 

→学生がテーマを設定して自発的に研究し、

教員が支援する。 

 ○和歌山大学：「自主演習」科目 

 ○大阪大学：「Discovery Seminar」 



２．学生提案の授業 

• 岡山大学：「ドラえもんの科学」など 

• 和歌山大学 大分大学 関西大学 

  京都文教大学 札幌大学 広島経済大学 など 

• 大阪大学 

  「文系学生のための科学実験」 

  「双方向型シラバスを作ろう」 

 
※把握できていない分も多くあるだろう。 



３．学生参加によるFD・教育改善 

授業の枠外での学生参画の取組 

 ・学生参加型の大学教育改善の試み。 

→FD活動の一環と位置づけられるケースが多い。 
 

 ○岡山大学：学生・教職員教育改善委員会 

 ○山形大学ほか：学生FD会議 

 ○立命館大学：学生FDスタッフ 

 ○大阪大学：パンキョー革命（学生・教職員懇談会） 



リーダーシップ教育の観点から 

１．学生が授業に参加すれば、リーダーシップ
が育つ。 

 

２．学生が授業づくりに参加すれば、リーダー
シップが育つ。 

 

３．学生が教育改善に主体的に関われば、リー
ダーシップが育つ。 

 



リーダーシップ教育の観点から 

 

⇒可能性が高いのは「３」ではないか。 

    分析／整理／議論／コミュニケーション／目標設定 

    ／解決／説得／調整 

  ex. 「阪大生活」の作成、シラバス改善プロジェクト 
 

     ※目標設定や設計次第では「１」「２」でも可能 

 

「『主体的に行動する意識』は他の意識・能力に比べると、長い経験を積まな
ければ身につかないものであり、この意識がついたと自覚するようになる
には、約３年以上の経験を積む必要がある」（安田・近田：2009） 

単位の切れ目が
縁の切れ目…？ 



学生参加型FD・教育改善の課題 

学生参加型FDの３法則 

 ①呼応の法則 

 ②高比熱の法則 

 ③低感染力の法則 

 

参加学生の３法則 

 ①刹那の法則 

 ②親不孝の法則 

 ③自由人の法則 



学生参加型FD・教育改善の課題 

３つの課題 

 ①スタッフの確保 －組織的不安定性－ 

 ②活動の広がりにくさ －無関心・批判・孤立感－ 

 ③学生の主体性と教職員の関与 
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